


国の補正予算及び地域要望への対応

平成28年度 会計補正予算の概要

平成28年度
11月一般会計
補正予算補正予算

補正額 6億1,201万円

補正後の予算額 476億9,689万円

1 職員人件費 △460万円
給与改定に伴う人件費増が3,546万円となるが当初予算計上との差引による減

２ 地区要望に応える地域環境整備調整費 5,000万円
　 地区からの要望案件に対応する施設補修等の増額

３ 地籍調査事業 5,510万円
国の第2次補正予算により補助採択された宮脇北工区、掛川・仁藤2工区の調査を実施

４ 臨時福祉給付金（経済対策分）給付事業費 2億7,921万円
国の第2次補正予算に伴い、低所得者に対する消費税率の引き上げによる影響を緩和

５ 第二小学校への学童保育所の増設費 360万円
平成29年度に定員超過が見込まれる第二小学童保育所の増設（図工室改修）

６ オリーブ栽培導入調査費 316万円
国の地方創生交付金を活用し、オリーブの産地化を図るためモデル栽培の実施

７ 市道改良費 5,090万円
領家地内の交通量の増加による通学路安全対策のため、市道掛川駅梅橋線の測量設計委託の追加
南西郷工業団地造成に伴う、市道高御所久保線の測量設計委託の追加

８ 農業施設及び土木施設市単独災害復旧費 2,370万円
8月以降の大雨による被災箇所33箇所の復旧費の増

９ その他の事業
茶品評会出品対策補助、赤ちゃんの駅整備事業、商工会議所会館解体事業等

補

正

予

算

の

概

要

掛川市議会の議員の定数を定める条例を賛成多数で可決

11月定例会で議員発議により
定数を３議席削減 ４月の市議会議員選挙より実施
　定数削減等についての議論を議会活性化特別委員会で 1年間にわたり議論して参りました。賛成、反対の意見が有り
ましたが議会最終日に採決し、賛成 15 人、反対８人の賛成多数で可決しました。

なお、条例改正は以下のとおりです。

附則
１　この条例は、公布の日から施行する。
２　この条例の規定は、この条例の施行の日以降後初めてその期日を告示される一般選挙から適用する。

改 正 前 改 正 後
地方自治法（昭和22年法律第67号）第91条第１項の規
定により、掛川市議会の議員定数は、24人とする。

地方自治法（昭和22年法律第67号）第91条第１項の規
定により、掛川市議会の議員定数は、21人とする。

（詳しくは議会だより 15 ページの議会活性化特別委員会の委員長報告をお読みください。）
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議　　案　　名 議決内容

予　算

平成28年度掛川市一般会計補正予算（第３号）について 全会一致可決

平成28年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 全会一致可決

平成28年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）について 全会一致可決

平成28年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第２号）について 全会一致可決

平成28年度掛川市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 全会一致可決

平成28年度掛川市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）について 全会一致可決

平成28年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業特別会計補正予算（第１号）に
ついて 全会一致可決

平成28年度掛川市水道事業会計補正予算（第１号）について 全会一致可決

条 　 例

掛川市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例
の制定について 賛成多数可決

掛川市議会議員及び掛川市長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の
一部改正について 全会一致可決

掛川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 全会一致可決

掛川市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 賛成多数可決

掛川市特別職の職員で常勤のものの給料等に関する条例の一部改正について 賛成多数可決

掛川市教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部改正について 賛成多数可決

掛川市職員の給与に関する条例等の一部改正について 全会一致可決

掛川市職員の退職手当に関する条例の一部改正について 全会一致可決

掛川市税条例の一部改正について 全会一致可決

掛川市国民健康保険税条例の一部改正について 全会一致可決

掛川市いこいの広場条例の一部改正について 賛成多数可決

掛川市安養寺運動公園条例の一部改正について 賛成多数可決

掛川市海洋センター条例の一部改正について 全会一致可決

掛川市大東体育施設条例の一部改正について 賛成多数可決

東遠カルチャーパーク総合体育館条例の一部改正について 全会一致可決

掛川市大須賀運動場条例の一部改正について 賛成多数可決

掛川市南体育館条例の一部改正について 全会一致可決

その他

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市森の都ならここの里） 全会一致可決

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市清水邸） 全会一致可決

公の施設の指定管理者の指定について（遠州南部とうもんの里総合案内所） 全会一致可決

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市いこいの広場） 全会一致可決

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市安養寺運動公園） 全会一致可決

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市下垂木多目的広場） 全会一致可決

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市海洋センター） 全会一致可決

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市大東体育施設） 全会一致可決

公の施設の指定管理者の指定について（東遠カルチャーパーク総合体育館） 全会一致可決

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市大須賀運動場） 全会一致可決

人 　 事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 全会一致可決

議 　 発 掛川市議会の議員の定数を定める条例の一部改正について 賛成多数可決

 11月定例会における議案の審議結果一覧
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政策議会報告（抜粋）

□災害時の避難勧告体制及び地域防災力の強化について 
　市の防災ガイドブックは災害についての詳しい内容が明記されている。分かりやすくて良い資料
だが各家庭での認知度が低いと思われる。
　地域防災力の強化は、日頃の備えが大切である。情報発信や自助・共助の体制づくりを、行政主導
から地域主体に移すためには行政として、どの程度のフォローをすべきか考えることも必要なことで
ある。防災力を更に高めるため、地区まちづくり協議会などと一緒に進めることが効果的との意見が
交わされた。また、いつ起きるかわからない災害に対応するため、毎回同じような訓練にとどまらず、
夜間訓練等も検討する時期にあるのでモデル的に実施することや、「防災リーダー養成」も急務であ
ることを求めた。この他、地域防災組織のあり方や、非常時の飲み水問題など、多岐に渡り意見が述
べられた。

　11月定例会は政策議会と位置づけ、掛川市の各課題について常任委員会協議会で話し合われました。今後
の行政施策の道筋のひとつとされます。

□指定管理者のあり方について 
　指定管理者は、民間のノウハウを活用した市民サービスの向上、経費削減や職員の人員削減など、
メリットが上げられる中で、指定管理者制度に移行する施設と移行してはいけない施設がある。また、
市の施設であるので、労働条件や賃金等、細部にわたる監督が必要であり、管理台帳を用いた報告制
度の構築が必要ではないかと意見が多く出された。当局からは、掛川市の施設で働いている方の多く
は掛川市民であるので、厳しい条件になってはいけないと思っている、市として、しっかり監督して
いくと述べられるなど、指定管理者制度に関する全般的な意見が交わされた。

□人口減少時代を見据えた公共施設マネジメントについて 
　少子高齢社会に対応した公共施設のあり方や、小中一貫教育を推進するには学校の統廃合は避けて
は通れない課題となる。市民が納得するプロセスをどのような手順で行ったら良いのか意見を交わ
した。
　学校施設には、経過年数が経っている建物が多い。小中一貫教育の推進は施設整備と併せた検討が
必要で、モデル地域を選んで検討すべきでないかとの意見が述べられた。また、このほか、若者が定
住しやすい子育て支援と住宅支援のため、文化施設のあり方や、空き教室の利用方法等多岐に渡る意
見交換をした。一方、老朽化一途の公共施設維持管理を検討するには、掛川区域と大東・大須賀区域
を一つのくくりとして２区域の枠組みを基本とした考えで進める必要性も述べられた。

□土木インフラ等の耐震化について 
　橋梁に関しては、耐震化と長寿命化の考え方があり、市内には、1217 橋あるため、今後の維持管理
が大変である。今後は、地区まちづくり協議会などと検討しながら減らしていくことも必要であると
の議論がされ、当局からは、今ある橋を減らしていくことは大変難しいが、例えば、新しい道や、新し
い橋梁をつくる場合には、旧道の橋は撤去するなど、一定のルールを作り、地域住民の合意形成を図っ
ていくことが必要であるとの意見が出された。
　総論賛成、各論反対で苦労すると思うが、減らしていかないと財政的にも厳しいので、市としての
方針や基準は必要であるとの意見が出された。

総務委員会協議会

環境産業委員会協議会
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□健康長寿社会（お達者市民）への取組みについて 
　社会保障給付費の抑制のためには、「健康な市民」を増やすことが必要である。現在、市では多
くの健康づくり事業を実施しているが、様々な部門が担当しており複雑すぎる。事業の核部分の設
定や総合的戦略を練り実施すべきとの意見があり、当局からは、事業の展開に当たっては機運醸成
が大事なので「生涯お達者市民宣言」や、健康づくりに努力している人を称賛する「お達者市民ま
ちづくりアワード※」を検討しているとの話があった。健康づくりに無関心層への対策も重要との
意見もあった。
　また、掛川版エンディングノート「健康人生設計ノート」についても、4月実施に向けた取組み状
況の説明があった。

□障がい者施策について 
　平成 28 年 4 月 1 日から「障害者差別解消法」が制定され、半年が経過したので、掛川市として障が
い者施策にどのように反映できているのかを確認した。市職員への説明会を実施したが、今後障がい
者の方にも意見を伺い、対応要領を策定する予定とのことであった。障がい者に対する、きめ細かな
サービスを心掛けるように要請した。

□小中一貫校と今後のあり方について 
　掛川市では幼保小中連携の中学校区学園化構想がスタートし 3年、子ども育成支援協議会ができ、
中学校区の子どもたちを一緒に育てていこうという機運が高まってきている。
　小中一貫教育は 9年間を見通した一貫教育であり、しっかりとビジョンを打ち出して、掛川市なら
ではの特徴あるものにしてほしい、などの意見があった。

文教厚生委員会協議会
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※アワード…（賞などを）（人に）授与する、与える
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０
０
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め
る
こ
と

で
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
が
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
溢
れ
る
街
へ

戦
略
的
な
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー

ン
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、

空
き
物
件
を
活
用
し
た
小
規
模
事

業
所
の
誘
致
に
行
政
と
し
て
よ
り

力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

積
極
的
に
進
め
て
い
く

Ｕ
タ
ー
ン
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
大
学
新
卒
予
定

者
や
卒
業
後
就
職
活
動
を
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
地
元
企
業
と
の

就
職
面
接
会
の
開
催
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
入
事
業
所
の
紹
介
な

ど
の
情
報
を
、
大
学
や
静
岡
県
が

実
施
し
て
い
る
静
岡
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
、
引
き
続
き
発
信
し
て
い
く
。

　

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
９
月
に
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
た
静
岡
県
・
山
梨

県
・
長
野
県
合
同
の
移
住
相
談
会

へ
参
加
し
、
掛
川
市
の
Ｐ
Ｒ
を
す

る
と
と
も
に
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー

を
実
施
し
た
。

　

掛
川
市
も
豊
か
な
自
然
環
境
と

交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
Ｉ
Ｔ
企
業
を
は

じ
め
小
規
模
事
業
所
の
誘
致
も
進

め
て
い
く
。

創世会
小沼秀朗

創世会
山本裕三

土砂災害特別警戒区域内にある上内田小学校
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作
業
所
と
成
人
障
が
い
者
生
活

介
護
施
設
の
整
備
は

法
改
正
に
よ
り
平
成
30
年
か

ら
、
18
才
以
上
の
入
所
が
で
き

な
く
な
り
、
市
内
の
生
活
介
護
施
設

や
作
業
所
で
は
、
満
員
状
態
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

障
が
い
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
く

平
成
24
年
の
児
童
福
祉
法
改
正

に
よ
り
、
平
成
30
年
４
月
以
降

は
18
歳
を
超
え
た
障
が
い
者
は
、
児
童

施
設
か
ら
退
所
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
た
め
、
昨
年
５
月
か
ら
、
対
象
と
な

る
障
が
い
者
に
対
応
す
る
た
め
、「
東

遠
学
園
組
合
入
所
児
童
進
路
対
策
合
同

会
議
」
を
設
置
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

へ
の
入
所
調
整
や
、
生
活
介
護
施
設
の

建
設
推
進
等
の
協
議
を
重
ね
、
障
が
い

者
が
退
所
後
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

進
捗
状
況
は

平
成
26
年
に
掛
川
市
議
会
よ

り
、
手
話
言
語
法
の
意
見
書
を

提
出
し
て
お
り
、
今
回
は
、
掛
川
市
・

菊
川
市
・
御
前
崎
市
の
３
市
と
、
地

域
の
手
話
サ
ー
ク
ル
が
協
働
し
て
制

定
さ
れ
る
が
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

２
月
議
会
へ
の
提
出
を
予
定

３
市
が
足
並
み
を
揃
え
る
理

由
は
、
１
つ
目
、
手
話
言
語

法
の
制
定
を
推
進
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
「
全
国
手
話
言
語
市
区
長
会
」

に
、
３
市
が
同
時
に
加
盟
し
た
こ
と
、

２
つ
目
に
、
障
が
い
者
福
祉
の
分
野

に
お
い
て
、
３
市
が
大
変
密
接
な
関

係
に
あ
る
こ
と
、
３
つ
目
と
し
て
、

３
市
の
、
ろ
う
あ
者
で
「
小
笠
ろ
う

あ
協
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
同
様
の
考
え
方
を
持
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
と

い
う
認
識
に
基
づ
き
、
手
話
を
使
っ

て
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
支

援
の
充
実
を

図
り
、
具
体

的
な
施
策
に

つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度

に
３
市
で
策

定
す
る
「
障

害
者
計
画
」

や
、「
障
害
福

祉
計
画
」
に

盛
り
込
む
予

定
で
い
る
。

掛
川
市
が
掲
げ
て
い
る
３
つ
の

日
本
一
頂
上
戦
略
と
は

新
た
な
総
合
計
画
と
地
域
創

生
総
合
戦
略
で
は
、
教
育
・

文
化
、
健
康
・
子
育
て
、
環
境
の

３
つ
の
日
本
一
の
目
標
が
掲
げ
ら

れ
た
。
何
を
も
っ
て
日
本
一
と
考

え
る
の
か
評
価
判
断
が
難
し
い
。

富
士
登
山
に
な
ぞ
っ
て
、
一
合
目

か
ら
頂
上
に
向
か
う
過
程
の
目
標

達
成
度
を
定
め
、
市
民
と
一
緒
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一

層
効
果
的
と
思
う
が
い
か
が
か
。

イ
メ
ー
ジ
の
共
有
を
図
っ
て
い
く

第
２
次
総
合
計
画
基
本
計

画
で
は
、
３
つ
の
日
本
一

に
つ
い
て
今
後
10
年
間
で
目
指
す

方
向
性
や
到
達
点
を
表
す
も
の
と

し
て
、
18
項
目
の
数
値
目
標
を
掲

げ
た
。

　

提
案
の
富
士

登
山
へ
の
置
き

換
え
に
つ
い
て

も
研
究
し
、
数

値
目
標
な
ど
を

活
用
し
た
わ
か

り
や
す
い
情
報

発
信
に
努
め
、

イ
メ
ー
ジ
の
共

有
を
図
っ
て
い

く
。

　

ま
た
、
各
施
策
を
市
民
や
企
業

と
の
協
働
に
よ
り
取
り
組
む
と
と

も
に
、
達
成
状
況
等
に
つ
い
て
効

果
検
証
を
実
施
し
、
到
達
点
に
つ

い
て
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
確
認

し
な
が
ら
、
３
つ
の
日
本
一
を
目

指
し
て
い
く
。

小
中
学
校
区
を
中
心
と
し
た

地
域
の
活
性
化
対
策
を

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

中
心
に
、
地
権
者
理
解
の
も

と
、
一
箇
所
10
戸
程
度
（
一
つ
の

班
が
形
成
で
き
る
程
度
の
居
住
地
）

の
分
譲
住
宅
用
地
が
確
保
で
き
る

よ
う
な
土
地
利
用
施
策
を
市
と
し

て
組
み
立
て
で
き
な
い
か
伺
う
。

地
域
と
と
も
に
問
題
解
決
の
方
策

を
模
索
し
て
い
き
た
い

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
、
地
域
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域

づ
く
り
の
原
点
と
考
え
る
。
こ
の

よ
う
な
課
題
に
地
域
で
取
り
組
む

上
で
、
開
発
に
か
か
る
さ
ま
ざ
ま

な
法
規
制
や
、
事
業
者
の
選
定
な

ど
、
課
題
が
沢
山
あ
る
が
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
検
討
し

て
い
く
中
で
、
掛
川
市
も
地
域
と

と
も
に
問
題
解
決
の
方
策
を
模
索

し
て
い
き
た
い
。

創世会
鈴木久男

創世会
松 本  均

手話サークルの方たち
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「
つ
ま
恋
」
年
内
営
業
終
了

税
金
投
入
は

昭
和
49
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
、「
つ
ま
恋
」
は
、
42

年
間
の
営
業
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に

な
っ
た
。
な
か
で
も
昭
和
50
年
の

「
吉
田
拓
郎
＆
か
ぐ
や
姫
」コ
ン
サ
ー

ト
は
、
全
国
か
ら
６
万
５
０
０
０
人

余
の
参
加
者
だ
っ
た
。
当
時
掛
川
市

の
人
口
は
、
６
万
１
０
０
０
人
余
で

伝
説
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
言
わ
れ
て
い

る
。
市
長
は
、「
つ
ま
恋
」
に
税
金

を
投
入
し
な
い
考
え
で
あ
る
が
、
新

譲
渡
先
に
も
同
様
の
考
え
か
。

す
べ
て
が
決
ま
っ
て
か
ら
考
え
る

市
の
申
し
入
れ
に
沿
っ
た
企

業
に
譲
渡
し
て
い
た
だ
く
こ

と
、
そ
れ
だ
け
を
考
え
て
行
動
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
っ
て

申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。
現
時
点
で

譲
渡
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で

あ
る
の
で
、
そ
の
他
の
こ
と
は
す
べ

て
が
決
ま
っ
て
か
ら
考
え
る
。

【
他
の
質
問
事
項
】
掛
川
茶
の
海
外
戦

略
に
つ
い
て

地
域
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
は

訪
日
外
国
人
が
滞
在
中
に
有

る
と
便
利
な
も
の
と
し
て
無

料
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
を
一
番
に
あ
げ
て
い

る
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
が
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
催
さ
れ
、
多
く
の
外
国
人
が
掛
川

市
を
訪
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
が
急
務
と
思

う
が
い
か
が
か
。

官
民
協
働
で
整
備
を
進
め
て
い
く

平
成
28
年
９
月
に
掛
川
市

に
お
い
て
は
市
全
域
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
敷
設
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
及
び
民

間
施
設
を
官
民
協
働
で
整
備
し
、
点

か
ら
面
に
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
掛
川
駅
か
ら
掛

川
城
周
辺
に
か
け
て
の
中
心
市
街

地
を
優
先
し
、
今
年
度
は
、
ま
ず
、

掛
川
城
等
の
公
共
施
設
か
ら
進
め

て
い
く
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

配
付
拡
大
を

65
歳
以
上
の
障
が
い
者
や
日

中
独
居
で
見
守
り
が
必
要
な

高
齢
者
に
現
在
配
付
し
て
い
る
が
若

年
層
等
の
独
居
世
帯
に
も
配
付
対
象

を
拡
大
し
活
用
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

必
要
な
方
に
配
付
し
て
い
き
た
い

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、

高
齢
者
の
安
心
・
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
緊
急
連
絡
先
や
服

薬
内
容
な
ど
の
情
報
を
入
れ
、
自

宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
、
万
一
に

備
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
22

年
度
か
ら
配
付
し
て
い
る
。
主
に

80
歳
以
上
の
独
居
の
高
齢
者
や
高

齢
者
の
み
で
生
活
し
て
い
る
方
に

対
し
て
、
民
生
・
児
童
委
員
が
訪

問
を
実
施
し
、
平
成
27
年
度
ま
で

に
２
２
３
２
個
を
配
付
し
た
。
ま

た
、
80
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
も
、

民
生
・
児
童
委
員
が
必
要
と
判
断

し
た
世
帯
に
つ
い
て
も
、
配
付
を

し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
の
周
知
に
取
り
組
み
民
生
・
児

童
委
員
が
必
要
と
判
断
し
た
世
帯
、

必
要
な
方
に
対
し
て
も
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
配

付
し
て
い
き
た
い
。

共産党
掛川市議団
鷲山喜久

公明党
かけがわ
山本行男

昨年末に営業を終了したつま恋

救急医療情報キット
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水
道
事
業
の
有※
収
率
向
上

対
策
は先

の
大
井
川
広
域
企
業
団
議

会
で
本
市
の
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
責
任
水
量
制
（
基
本
水
量
＋

使
用
水
量
）
の
料
金
改
定
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
た
の
か
伺
う
。

使
用
料
金
１
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ

き
38
円
か
ら
32
円
に
引
き
下
げ

11
月
に
開
催
さ
れ
た
企
業
団

議
会
で
、
料
金
改
定
の
案

が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
企
業
団
に

お
け
る
将
来
の
更
新
需
要
、
及
び
受

水
団
体
の
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏
ま

え
、
料
金
適
正
化
の
検
討
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
現
行
料
金
を
引
き
下
げ

て
も
安
定
的
経
営
が
確
保
で
き
る
見

通
し
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
用
水
供

給
料
金
の
引
き
下
げ
を
実
施
す
る
。

「
責
任
水
量
制
」
に
つ
い
て
は
、
送

水
比
率
の
変
更
に
よ
り
、
掛
川
市
の

場
合
で
は
、
受
水
し
た
水
量
に
対
し

て
料
金
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
、
基
本
料
金
を
現
行
の
１
立
方

メ
ー
ト
ル
に
つ
き
34
円
10
銭
か
ら
31

円
に
、
使
用
料
金
を
１
立
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
38
円
か
ら
32
円
に
引
き
下

げ
る
も
の
で
あ
る
。

　

新
料
金
は
平
成
29
年
４
月
か
ら
実

施
予
定
で
あ
る
。

漏
水
対
策
と
そ
の
財
源
確
保
は

施
設
の
老
朽
化
に
よ
っ
て

「
有
収
率
」
が
低
下
（
漏
水

が
原
因
）
傾
向
で
あ
る
。
そ
の
対
策

と
そ
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

一
般
配
水
管
改
良
事
業
、
老
朽
管

更
新
事
業
を
積
極
的
に
推
進

今
後
は
、
受
水
し
た
水
量

に
よ
っ
て
料
金
を
支
払
う

た
め
有
収
率
向
上
の
対
策
は
一
層

重
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、

受
水
費
の
低
減
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
る
純
利
益
を
、
有
収
率
向
上
対

策
と
し
て
効
果
が
見
込
ま
れ
る
一

般
配
水
管
改
良
事
業
や
老
朽
管
更

新
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
、
積
極

的
に
推
進
す
る
。

　

有
収
率
の
向
上
は
水
道
事
業
の

安
定
経
営
上
必
要
で
あ
り
、
将
来

に
わ
た
り
、
安
全
・
安
心
で
良
質

な
水
道
水
を
供
給
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

※
有
収
率
…
給
水
す
る
水
量
と
料
金
と
し
て
収
入
の

あ
っ
た
水
量
と
の
比
率
。

鳥
獣
対
策
（
特
に
イ
ノ
シ
シ
）
は

今
年
度
の
被
害
状
況
と
そ
の

受
け
と
め
に
つ
い
て
、
鳥
獣

被
害
対
策
実
践
者
か
ら
の
不
満
、
要

望
及
び
現
在
の
支
援
状
況
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

狩
猟
免
許
取
得
補
助
、
猟
友
会
へ

の
捕
獲
協
力
費
の
更
な
る
拡
充

埋
設
場
所
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
市
で
埋

設
場
所
を
用
意
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
課
題

と
し
て
は
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を

お
願
い
し
て
い
る
猟
友
会
の
会
員

の
減
少
及
び
高
齢
化
に
伴
い
捕
獲

活
動
が
市
民
の
要
望
全
て
に
対
応

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、

被
害
を
防
止
す
る
対
策
が
充
分
周

知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。

  

現
在
、
市
の
支
援
策
と
し
て
は
、

狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
者
及
び
電

気
柵
等
の
設
置
者

に
対
し
て
費
用
の

３
分
の
１
を
補
助

し
て
い
る
。
猟
友

会
員
の
増
加
や
農

作
物
等
へ
の
被
害

の
軽
減
を
図
る
た

め
に
も
有
効
と
思
う
の
で
、
狩
猟

免
許
取
得
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、
更
な
る
拡
充
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

掛
川
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
市
民
周
知
方
法
は

市
内
に
は
建
築
物
系
公
共
施

設
が
２
１
２
施
設
、
イ
ン
フ

ラ
は
道
路
橋
梁
な
ど
多
数
あ
る
。
総

合
管
理
計
画
で
は
今
後
30
年
間
で
毎

年
平
均
約
98
億
円
の
費
用
が
掛
か
る

と
さ
れ
て
い
る
。
市
民
生
活
に
直
結

す
る
課
題
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
広

報
説
明
を
す
る
の
か
伺
う
。

客
観
的
な
情
報
と
わ
か
り
や
す
い

資
料
提
供広

報
か
け
が
わ
５
月
号
で

は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
概
要
や
施
設
管
理
の
基
本

方
針
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
現
在
、

掛
川
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
総

合
管
理
計
画
に
関
す
る
情
報
を
公

開
し
て
お
り
、
今
後
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に
関

す
る
市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
施
設
の
老
朽
化
度
や
利
用
者

数
、
管
理
コ
ス
ト
な
ど
の
運
営
状

況
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
公

開
し
て
い
く
。

　

市
民
を
中
心
と
し
た
議
論
が
で

き
る
よ
う
に
、
客
観
的
な
情
報
や

わ
か
り
や
す
い
資
料
の
提
供
に
努

め
て
い
く
。

創世会
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避
難
準
備
情
報
を
適
時
適
切

に
発
令
す
る
に
は

局
地
的
な
大
雨
に
お
い
て
、

避
難
準
備
情
報
を
適
時
適
切

に
発
令
す
る
に
は
、
現
地
で
の
情
報

収
集
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
方
法
で
現
地
等
の
状
況
を
把
握

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

地
域
情
報
を
通
報
し
て
い
た
だ
い

て
い
る

現
地
の
状
況
把
握
に
つ
い
て

は
、
土
木
課
や
消
防
署
、
消

防
団
な
ど
の
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
、
冠
水
等
の
状
況
を
把
握
す
る
。

ま
た
、
区
長
、
自
主
防
災
会
長
、
現

地
で
状
況
を
確
認
し
た
市
民
か
ら
、

電
話
や
ｅｰ

じ
ゃ
ん
掛
川
な
ど
を
活

用
し
、
市
や
消
防
へ
地
域
の
情
報
を

通
報
い
た
だ
く
こ
と
で
状
況
把
握
を

し
て
い
る
。

掛
川
城
を
中
心
と
し
た
本
市
へ

の
観
光
客
誘
客
は

大
河
ド
ラ
マ
館
を
訪
れ
る
お

客
様
に
と
っ
て
、
本
市
は
、

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
東
の
玄
関
口
と
な

る
が
、
掛
川
城
を
中
心
と
し
た
本
市

へ
の
観
光
誘
客
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
る
の
か
伺
う
。

の
ぼ
り
と
チ
ラ
シ
で
大
Ｐ
Ｒ

浜
松
市
北
区
の
大
河
ド
ラ
マ

館
を
目
指
す
お
客
様
に
と
っ

て
は
、
Ｊ
Ｒ
掛
川
駅
が
東
の
玄
関
口

と
な
る
。
掛
川
城
を
中
心
と
し
た
、

大
河
ド
ラ
マ
関
連
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

作
成
に
関
わ
る
情
報
提
供
や
、
歴
史

文
化
施
設
及
び
掛
川
市
特
産
品
の
情

報
提
供
等
を
行
い
、
大
手
旅
行
会
社

へ
の
旅
行
ツ
ア
ー
商
品
化
を
お
願
い

し
た
り
、
大
都
市
圏
で
開
催
さ
れ
る

商
談
会
等
に
お
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
今
後
、
駅
周
辺
に
の
ぼ

り
を
掲
出
す
る
こ
と
や
「
掛
川
城
」

や
「
十じ
ゅ
う
く九
首し
ょ

塚づ
か

」
を
訪
れ
る
観
光
客

等
に
ゆ
か
り
の
地
を
示
す
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
誘
客

促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

市
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

国
民
健
康
保
険
制
度
に

平
成
27
年
度
、
国
保
加
入
者

の
１
世
帯
あ
た
り
の
平
均
年

間
所
得
は
１
２
９
万
５
千
円
と
な

り
、
保
険
料
を
払
え
ず
に
、
差
押
え

処
分
の
世
帯
が
急
増
し
た
。
お
金
が

な
く
て
も
、
適
切
な
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
低
所
得

者
救
済
策
を
進
め
る
か
伺
う
。

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国
民
の
健

康
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

滞
納
者
の
状
況
を
よ
り
正
確

に
把
握
す
る
事
が
可
能
と
な

り
、
納
付
で
き
る
の
に
滞
納
し
て
い

る
方
か
ら
は
、
滞
納
処
分
に
よ
り
徴

収
し
、
生
活
困
窮
等
で
納
付
で
き
な

い
方
に
は
、
滞
納
処
分
の
執
行
停
止

に
よ
る
納
税
の
猶
予
を
行
い
、
実
態

に
即
し
た
滞
納
整
理
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

国
民
の
健
康
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
制
度
化
さ
れ
、
国
民

皆
保
険
制
度
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

国
保
税
に
つ
い
て
は
低
所
得
者
に
対

し
て
一
定
所
得
金
額
以
下
の
場
合

に
、
応
益
割
分
の
均
等
割
及
び
平
等

割
に
つ
い
て
、
７
割
、
５
割
、
２
割

の
軽
減
措
置
を
行
い
、
で
き
る
だ
け

の
配
慮
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国

保
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
度
に
改
正
し
て
以
来
、
据
え
置
き
、

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
や
支

払
準
備
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
、

中
間
所
得
者
や
低
所
得
者
の
税
負
担

を
抑
え
て
き
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
よ
る
可
燃

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
物
化
策
は

認
定
を
受
け
た
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
の
中
に
、
可
燃
ご

み
に
含
ま
れ
て
い
る
紙
類
（
25
％
）
や

食
品
廃
棄
物
・
生
ご
み
（
40
％
）
を
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
利
活
用
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
利
活
用
は
困
難

ご
み
の
中
に
は
、
古
紙
等
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
現
時
点
に

お
い
て
費
用
対
効
果
を
考
え
た
場
合

に
は
、
効
率
的
に
回
収
し
、
バ
イ
オ

マ
ス
と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
引
き
続

き
各
家
庭
や
事
業
所
で
の
分
別
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
食
品
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
は
回
収

が
困
難
な
た
め
、
学
校
給
食
の
食
物

残
渣
に
つ
い
て
は
、
全
て
家
畜
の
餌

に
す
る
な
ど
、
有
効
利
用
し
て
い
く
。

創世会
大 石  勇
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農
業
に
お
け
る
課
題
解
決
策
を

問
う

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
礎
と

な
る
既
存
の
農
家
が
存
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
後
継
者
へ
の
支

援
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。後

継
者
に
対
す
る
支
援
策
の
具
現

化

地
域
の
担
い
手
と
な
る
意
欲

あ
る
後
継
者
に
対
す
る
支
援

は
市
と
し
て
も
必
要
と
感
じ
て
お

り
、
国
庫
補
助
制
度
に
お
け
る
拡

充
を
国
・
県
に
さ
ら
に
強
く
要
望

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
市
単

独
予
算
で
「
農
業
後
継
者
育
成
事

業
費
補
助
金
」
に
よ
る
、
農
業
用

機
械
等
の
購
入
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

こ
の
補
助
金
は
３
年
間
の
時
限

措
置
だ
が
、
引
き
続
き
支
援
を
続

け
て
い
く
た
め
の
延
伸
を
し
て
い

く
と
と
も
に
、
現
在
見
直
し
中
の

「
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て

も
、
地
域
の
担
い
手
と
な
る
意
欲

あ
る
後
継
者
に
対
す
る
支
援
策
を

具
現
化
し
て
い
く
。

乳
幼
児
期
に
お
け
る
、
掛
川
市

の
支
援
施
策
を
問
う

平
成
29
年
度
に
保
育
所
が
２

園
新
設
さ
れ
る
。
一
方
、
０

才
か
ら
２
才
児
に
お
い
て
、
基
本
的

に
は
家
庭
内
保
育
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
は
経
済
的
負
担

軽
減
策
等
に
よ
り
家
庭
内
保
育
を
推

進
す
る
た
め
の
施
策
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

掛
川
市
で
子
育
て
し
て
良
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
施
策
展
開

家
庭
内
保
育
推
進
の
た
め
と

限
定
し
て
は
い
な
い
が
、
経

済
的
負
担
軽
減
策
を
、
貧
困
家
庭

や
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
策
と

し
て
、
協
働
保
育
園
保
育
料
助
成

を
認
可
保
育
園
並
に
し
た
り
、
ひ

と
り
親
家
庭
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
今
年
度
か
ら
市
独
自
事
業
に

し
た
り
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

訪
問
活
動
の
充
実
や
親
子
の
愛
着

促
進
の
た
め
の
講
座
の
開
催
、
支

援
を
要
す
る
お
子
さ
ん
へ
の
対
応

や
子
育
て
相
談
等
の
充
実
な
ど
に

よ
り
、
育
児
不
安
を
感
じ
な
い
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
重

点
を
置
い
た
施
策
展
開
を
し
、
家

庭
で
保
育
し
や
す
い
掛
川
市
を
目

指
し
て
い
く
。

創世会
大場雄三

未
来
を
託
す
中
高
生
に
「
命
と
体
を

大
切
に
す
る
教
育
」
の
必
要
性
は

思
春
期
世
代
は
妊
娠
出
産
及

び
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、

成
人
後
の
体
作
り
に
重
要
な
時
期
で

あ
る
。
過
激
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
等
が
将

来
の
妊
娠
や
出
産
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
も
あ
る
。
命
と
体
を
大
切
に

す
る
教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

心
身
の
変
化
、
命
の
大
切
さ
の
授
業

を
行
っ
て
い
る

中
高
生
が
、
命
の
尊
さ
や
心

身
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
変
化

の
激
し
い
社
会
を
生
き
て
い
く
た
め

に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
市
内
の

多
く
の
中
学
校
で
も
思
春
期
に
お
け

る
心
身
の
変
化
や
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

望
ま
な
い
妊
娠
や
出
産
、
そ
れ
に

よ
る
子
ど
も
へ
の
虐
待
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、
学
校
で
、
家
庭
科
や
保

健
体
育
科
を
中
心
に
、
家
族
の
計
画

を
立
て
、
あ
た
た
か
な
家
庭
の
中
で
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
て
い
く
大
切
さ

と
、
性
感
染
症
や
中
絶
の
リ
ス
ク
と

避
妊
の
必
要
性
等
の
性
教
育
を
、
両

面
か
ら
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
る
。

住
民
主
体
の
避
難
所
運
営
「
自
助

の
意
識
高
揚
」
へ
の
取
り
組
み
は

本
市
内
全
域
を
主
会
場
に
静
岡

県
・
掛
川
市
総
合
防
災
訓
練
が

開
催
さ
れ
た
。
熊
本
地
震
の
教
訓
を
踏

ま
え
た
訓
練
で
あ
っ
た
が
、
広
域
避
難

所
の
運
営
訓
練
で
は
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
今
後
の
対
応
は
。

住
民
主
導
の
避
難
所
運
営
へ
の

理
解
を今

回
の
広
域
避
難
所
運
営
訓

練
に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災

会
長
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
結
果
、
９
割
以
上
が
運
営

訓
練
は
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し「
住
民
主
導
の
意
識
が
高
ま
っ

て
い
な
い
」
と
の
回
答
も
７
割
に
上

り
、
こ
の
う
ち
半
分
以
上
が
住
民
主

導
運
営
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。避
難
所
で
起
こ
る
様
々

な
出
来
事
に
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
を
模
擬
体
験
す
る
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
訓
練
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
ハ
グ
）
を
取
り

入
れ
て
い

く
な
ど
、

住
民
主
導

の
避
難
所

運
営
に
つ

い
て
更
に

理
解
を
深

め
る
よ
う

努
め
て
い

く
。

無党派の会
窪野愛子

伊達方区12月4日防災訓練
地区民の救急法講習
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議会基本条例制定から現在までの議会の変革

1） 議会報告会の開催は４回目（１年に１回の開催）
2） 政策討論会の開催と当局への提言書の提出
3） 開かれた議会に向けての新たな取り組み
　　●8月に第1回かけがわ子ども議会の開催
　　●9月に健康医療シンポジウムの開催

1） 議員発議により制定された掛川市健康医療基本条例に基づき現在進められ
ている事業（血圧計・握力計設置、健康人生設計ノート作成、在宅医療推進委
員の設置）

2）「健康意識格差」に焦点をあて、様々な健康づくりに関してのプログラムへ
の参加者数増、特定健診受診率向上の為の施策改善点の提言

3）「生涯お達者で　ぴんぴんころり」の実現のために4Ｋ（ •考える •家族と話
し合う •書き記す •行動する）をテーマとした取り組み

4）「健康人生設計ノート」（掛川版エンディングノート）は4月頃配布予定

　議会活動や市の重要な課題について知っていただくとともに、ご意見や提言などをうかが
うため、市内 9 会場で議会報告会を行いました。
　総参加者数は 452 名で、出席された皆さんからは熱心な質疑・意見交換が行われました。

平成28年度 議会報告会 開催

テーマ

1

テーマ

2

市民の皆様に必要とされる議会を目指して

お達者度日本一をめざして

～御参加、御協力ありがとうございました～

報告内容

各会場の
参加人数

開催日 地  域 参加人数

11月 ７日（月）
南郷地域生涯学習センター 65人
大須賀支所２階市民交流センター 41人

11月 ８日（火） 栄川中学校多目的ホール 46人
11月 ９日（水） 市役所４階会議室１-A･B 53人
11月10日（木） 和田岡地域学習センター 35人
11月11日（金） 大東支所３階市民交流センター 64人
11月14日（月） 原田地域生涯学習センター 33人
11月17日（木） 初馬会館 80人
11月24日（木） 大東北公民館 35人
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1） 議会活性化特別委員会

2） 公共交通あり方検討特別委員会

3） 子ども・子育て支援特別委員会

　掛川市議会の条例で定める議員定数 24人を２人～３人減の方向で検討していることにつ
いて説明させていただきました。その他にも、常任委員会のあり方や政務活動費（領収書）の
ホームページ上での公開についても報告させていただきました。
　議会報告会でのアンケート調査の回収数は 408 枚で、回答者 183 人中、定数削減に賛成
57.9％・反対 28.4％・その他の意見 13.7％でした。

◎市民の皆さんからの意見（抜粋）
　•掛川市の将来像を描くことのできる議員を期待する。
　•人口は減るので良いと思う。
　•質の高い議員を期待する。
　•地域を超えた活動をしてほしい。
　•無理に減らす必要はない。時期が早いと思う。現状で良い。

　路線バスへの試乗や運行業者との意見交換、アンケート調査、専門的知識を持つ講師意見や
先進事例から、路線バス・自主運行バス・地域福祉バス・デマンドタクシー（事前予約に応じ
て運行）・コミュニティバスのメリットデメリット等、検討してきた内容を報告させていただ
きました。高校生の通学と交通弱者へ配慮した施策の再構築、運転免許返納支援に関して提言
をする方向です。

◎市民の皆さんからの意見（抜粋）
　•公共交通に関して、大きな視点で将来像を描いてほしい。

　預ける保育から育てる保育へと、これまで以上の期待が高まるなか、保育士の人材確保に関
して報告を行い、自治体連携による広域的な取り組みや、子どもを社会全体で育てる環境づく
りなどの施策展開を提言する方向です。

◎市民の皆さんからの意見
（抜粋）
•保育士の離職率が高いこ
とに驚いた。

•学童保育所のさらなる拡
充を期待する。

テーマ

3 特別委員会の中間報告

かけがわ 市議会だよりK A K E G A W A13



特別委員会委員長報告

１ 面的な公共交通体系づくりについて
（1）地域の特性に応じた公共交通手段の提供と幹線と支線を明確化すること
（2）都市拠点や地域拠点を軸としたネットワークをつくること
（3）デマンド型乗合タクシーは弾力的な運行に改善すること
（4）利用者が少ない自主運行バスは代替え交通を検討すること
（5）地域福祉バスを発展させ、地域循環バスとして幹線路線と接続した路線整備をすること
（6）高齢者や障がい者などのニーズを捉えた、きめ細かな公共交通体系を検討すること

２ 協働し支える持続可能な公共交通づくりについて
（1）市民は地域公共交通を地域財産として積極的に利用する、また運営に参画していく
（2）複数のまちづくり協議会の運営形態の仕組みを検討する

３ 市民が使いたくなる公共交通づくりについて
（1）料金体系を見直し不公平感を低減する
（2）免許返上高齢者に対し免許返納支援制度を構築する

４ スクールバス拡充について
（1）安全で安心な通学方法「スクールバス」を拡充する
（2）幼保再編に関して通園バス導入も検討する

公共交通あり方検討特別委員会

子ども・子育て支援特別委員会

　超高齢社会を迎えた今日、社会生活で不便を抱えている交通弱者、そして高齢ドライバーによる死傷者
事故が多発し、社会問題となっています。
　こうした社会的背景を抱えて特別委員会を設置し、バス事業者や地域福祉バス運営者との意見交換会を
実施。また乗車体験を通じて今後の交通体系について調査研究して意見提言をまとめました。

  急速な少子化と超高齢社会、待機児童の増加、核家族化などにより家庭や地域における子育てへの関わり
が変化しています。また、本格的な人口減少の到来を迎え、「安心して子どもを産み育てる環境づくり」
の実現のためにも、子育て支援対策を重要課題と捉え、掛川市の発展のためにも最優先に取り組んでいか
なければなりません。その中で、委員会では全国的にも課題となっている保育士不足に視点をおき協議
テーマを「保育士の人材確保および広域的な採用について」とし、議論を重ねてきました。保育の質の向
上や保育士の人材育成は基礎自治体だけでは解決できない実情があるため、自治体連携による広域的な取
り組みや、将来の日本を支える子どもを社会全体で育てる体制づくりなど多くの施策を展開していく必要
があります。

委員長
桒 原 通 泰

委員長
髙 木 敏 男

提言

　特定の事件を審査するために設置された特別委員会は、それぞれのテーマに基づき、１年間施策の検討を
行ってきました。
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【その他の報告】
•会派代表質問の導入（平成30年２月市議会定例会から）
•平成28年度分からの政務活動費（領収書等）のインターネット上で公開（平成29年７月頃）
  ※既掲載：会派別の執行状況（収支、返還金）、新たに掲載：支出明細書及び領収書

１　保育士が尊敬される専門職として認められるためにも、給与を引き上げる等の待遇改善に努める
こと

２　保育士紹介ネットワークなど、広域的な協力体制を築くことを検討し、保育士確保に努めること

３　保育士の表彰制度を導入すること

４　高齢者支援から子育て支援に財源をシフトさせ、子育ての充実を図るための財源を確保すること

５　「かけがわ乳幼児教育未来学会」において、義務教育化も含めた３歳児から５歳児の幼児教育の
あり方について調査・研究をすること

６　２歳までは可能な限り、家庭や地域で連携して子育てができるような働き方の工夫・支援体制づ
くりを検討すること

７　子どものための室内複合施設や「たまり～な」のような子ども遊園地広場の増設を検討すること

提言

　議員定数について
　掛川市議会では、平成21年に近隣市町に先駆けて議員定数の削減を行い、当時定数30人を定数24人（２
割減）としました。
　当市議会では、いち早く議員定数の削減を行いましたが、近隣や同規模の自治体も議員定数を減らして
いる状況があること、また更なる掛川市行財政改革の推進のため、市民がどう考えるかを最優先課題とし
て議員定数削減について協議検討を重ねてきました。
　今回議員定数については、４月に選挙を実施するという現実を捉え、多くの皆さんが立候補することを
期待し、最終協議を行いましたので、その結果を報告します。

　協議結果 （委員長を除いた７人の委員の意見）

　この結果から、議会活性化特別委員会として、次回の市議会選挙からの掛川市議会議員定数を21人とす
ることを決定し、議長に報告をいたしました。

議員定数 賛成委員 理　　　由

21人 ３
掛川市の場合は委員会主義をとっているので、従来の３常任委員会の各委員数を
７人として、議長も委員会の一員として委員会に所属することとし、議員定数を
合計21人とするものである。

22人 ２ 議長はどの常任委員会にも含めないこととし、合計22人とするものである。

24人
 （削減反対） ２ 議員は市全体の議員であるべきと言う意見や、定数の根拠、定数削減の目的をも

う少し議論するため、継続審査を要求するものである。

議会活性化特別委員会 委員長中間報告
委員長
内 藤 澄 夫
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【10月】

 6 日 ● 第６回子ども・子育て支援特別
委員会

11日 ● 第８回議会活性化特別委員会
12日 ● 議会だより編集特別委員会
12日～14日

● 議会運営委員会行政視察
（佐賀県武雄市、福岡県大牟田市、
山口県下関市）

17日 ● 議員懇談会
● 西部地区市議会議長協議会

18日 ● 第６回公共交通あり方検討特別
委員会

● 市議会全員協議会
19日 ● 全国市議会議長会研究フォーラ

ム（静岡）
19日～21日

● 総務委員会行政視察
（北海道千歳市、室蘭市、苫小牧市）

27日 ● 議会報告会全体会議
28日 ● 太田川原野谷川治水水防組合議会

28日 ● 中東遠看護専門学校組合議会
● 浅羽地域湛水防除施設組合議会

【11月】

 1 日 ● 静岡県市議会議長会定期総会
（伊東市）

 2日 ● 全国広域連携市議会協議会
第 65 回理事会（東京都）

● 第９回議会活性化特別委員会
 7日 ● 中東遠地区市議会議長協議会

（袋井市）
● 議会報告会（東中学校区、
大須賀中学校区）

　8日 ● 議会報告会（栄川中学校区）
 9日 ● 議会報告会（西中学校区）
10日 ● 議会報告会（桜が丘中学校区）
11日 ● 第７回子ども・子育て支援特別

委員会
● 議会報告会（大浜中学校区）

14日 ● 第10回議会活性化特別委員会
● 第７回公共交通あり方検討特別
委員会

● 議会報告会（原野谷中学校区）
● 市議会全員協議会

14日 ● 議会運営委員会
15日 ● 議会運営委員会

● 議員懇談会
● 総務委員会協議会

22日～12月 21日
● 掛川市議会第４回（11月）
定例会

24日 ● 議会報告会（城東中学校区）
25日 ● 議会だより編集特別委員会
28日 ● 第８回公共交通あり方検討特別

委員会

【12月】

 2 日 ● 第11回議会活性化特別委員会
● 第９回公共交通あり方検討特別
委員会

5日 ● 議会運営委員会
6日 ● 総務委員会協議会
7日 ● 環境産業委員会協議会
14日 ● 第12回議会活性化特別委員会

● 議員懇談会
16日 ● 議会運営委員会
20日 ● 議会だより編集特別委員会

　

12
月
5
日
、
21
人
の
仲
間
と
手
話
通
訳
付
き
で
議
会
を
傍
聴
し

ま
し
た
。

　

掛
川
市
で
は
県
内
で
も
っ
と
も
早
く
議
長
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す
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た
め
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市
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か
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ま
し
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。
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員
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議
会
だ
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り
編
集
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会

委
員 

窪

野

愛

子

左のコードをスマート
フォンやタブレットで
読み取るとホームペー
ジが見られます。

お問い合わせへの回答

「議会だより56号」発行後、お問い合わせのあ
りました「掛川版エンディングノートの配布は
いつになる？」についてお答えします。

平成29年４月頃に発行予定。

配布対象は65歳以上ですが、希望者に
配付予定。（全戸配布はしない）

配付時期

配付対象

１

２

詳しくは、
掛川市高齢者支援課〈電話：21-1196〉 まで

～御質問ありがとうございました～

議会日誌

「
議
会
だ
よ
り
は

  　

議
会
の
日
々
の

　
　

歩
み
を
刻
む

             

歴
史
書
」

10月 11月

12月
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